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	【方法および結果】B16 melanomaモデルで同種異系のDBA/2（H-2d）、同種半異系BDF1(C57BL/6×DBA/2)（H-2b/d）、同種同系C57BL/6（H-2b）マウスからＤＣを培養抽出し、そのＤＣをC57BL/6マウスのB16F10variant（B16F10v）悪性黒色腫の腫瘍内に投与し、腫瘍の計測を行ったところ、腫瘍体積はC57BL/6、BDF1、DBA/2の順に小さく、BDF1の方がDBA/2に比べ腫瘍体積は有意に小さかった。CTL活性は同種同系BL6 DC群、同種半...
	【結論】DCを十分に抽出することができない癌患者において、同種半異系のDCの腫瘍内投与での免疫療法が完全に同種異系のDCに比べ有効であることが示された。DCを用いたがん免疫療法において同種半異系DCを用いることが可能であると考えられた。投与されたDCに対するアロ反応を制御することが、同種異系のDCを用いた場合有効な抗腫瘍効果をもたらすために最も重要なことになる。

